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森の再生から
ブリの来るまちへ
小田原は都心から近くにありながら、
山、森、川、里、海といった
さまざまな自然環境に恵まれ、
歴史、伝統、文化も多彩なまちです。
無尽蔵プロジェクト「環境（エコ）シティ」では、
小田原の環境の全体像を展望し、
その課題を市民の皆さんと共有し、
解決に向けて行動を始めています。

問 環境政策課 ☎33-1472

小
田
原
の

森
を

　
育
て
る

森、里、海のつながり

2



森
と
海
は
川
を
通
じ
て

つ
な
が
っ
て
い
る

　

自
然
豊
か
な
山
々
、清
浄
な
河
川
、プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
豊
富
で
穏
や
か
な
海
、こ
れ
ら
す
べ

て
が
そ
ろ
っ
た
小
田
原
。
森
の
恵
み
は
水
に

の
っ
て
、川
を
伝
い
、海
に
流
れ
ま
す
。
し
か
し
、

時
を
重
ね
、環
境
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
一
方
で
、森
か
ら

は
手
入
れ
を
す
る
人
の
姿
が
消
え
、荒
廃
が
進

み
、養
分
を
含
ん
だ
水
を
生
み
出
し
に
く
く
な

り
、海
で
は
魚
た
ち
の
餌
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
少
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
40
年
代
前
半
ま
で
日
本
有
数
の
ブ
リ
の
漁

場
と
し
て
、に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
で
は
ブ
リ
の
漁
獲
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、「
鉄
分
」が
豊
か
な
海
を
作
る
重

要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。
森
の
木
の
葉
が
落
ち
、
分
解
す
る
過

程
で
「
フ
ル
ボ
酸
鉄
」と
い
う
成
分
が
生
成
さ

れ
、
腐
葉
土
層
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
養
分

が
河
川
を
通
じ
て
流
れ
、海
を
豊
か
に
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、燃
料
と
し
て

木
材
が
使
わ
れ
、森
林
が
消
え
た
山
は
植
林
さ

れ
、人
工
林
が
増
加
し
ま
し
た
。
近
年
、生
活

の
中
で
木
を
使
う
機
会
が
減
っ
た
こ
と
で
、森

林
に
人
の
手
が
入
ら
な
く
な
り
、森
の
腐
葉
土

層
が
な
く
な
り
、生
態
系
が
壊
れ
て
き
て
い
ま

す
。
森
か
ら
海
へ
栄
養
素
が
た
ど
り
着
い
て
い

た
仕
組
み
が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

小
田
原
を
囲
む
山
々
は
、

大
き
な「
魚
つ
き
林
」

　
ブ
リ
は
、環
境
の
変
化
に
敏
感
な
魚
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
リ
が
多
く
回
遊
し
て

い
た
こ
ろ
の
小
田
原
は
、森
、川
、海
の
生
態
系

や
循
環
が
保
た
れ
て
き
た
地
域
で
し
た
。
小
田

原
を
囲
む
山
々
は
、魚
た
ち
を
育
む
大
き
な「
魚

つ
き
林（
※
）」で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
私
た

ち
は
ブ
リ
が
来
て
い
た
こ
ろ
の
自
然
環
境
を

再
生
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
こ
の
地
で
暮
ら
し
て
い
く
私
た
ち
が
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
地
域
資
源
で
あ
る
か

ら
で
す
。
市
民
主
体
の
取
り
組
み
や
身
近
な
環

境
を
再
生
す
る
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
は
、ま

だ
い
く
つ
か
の「
点
」で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

着
実
に
芽
ぶ
い
て
い
て
、や
が
て
つ
な
が
り
合

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
市
民
や
団

体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら「
森
の
再
生
か
ら
ブ

リ
の
く
る
ま
ち
へ
」を
提
唱
し
、小
田
原
の
良

好
な
環
境
づ
く
り
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
。

さまざまなフィールドで行われる森林体験
小田原の森林を再生するために、さまざまな活動主体による取り組みが始まっています。

● ブリの森づくりプロジェクト（第 1弾 ）活動フィールド

● 環境学習フィールド 
活動主体：大窪小学校

● 環境学習フィールド 
活動主体：早川小学校

● 神奈川県西部広域行政協議会
間伐イベント（二ヶ市町組合林）

● 環境学習フィールド 
活動主体：芦子小学校

● 久野間伐フィールド
活動主体：市民団体

※ 魚つき林
魚をはじめとする魚介類の生息や
生育に好影響をもたらす森林

酒匂川

西湘バイパス
国道一号

山王川

小田原駅

箱根町

早川
石垣山一夜城
歴史公園

いこいの森
わんぱくらんど

東
海
道
本
線

東
海
道
新
幹
線
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間
伐
&
木
工
体
験  

in
久
野

　

県
西
地
域
の
2
市
8
町
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
森
林
散
策
や
間
伐
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
木
工
体
験（
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
、

コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
な
ど
）を
市
内
久
野
の
森

林
で
開
催
し
ま
し
た
。
自
然
に
親
し
み
な
が
ら

参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
体
験

学
習
と
な
り
ま
し
た
。

ブ
リ
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
民
団
体
と
の
協
働
で
、
ブ
リ
の
森
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
1
弾
と
し
て
、
白
銀
山
に

あ
る
手
入
れ
の
遅
れ
た
森
林
を
間
伐
し
、
下
層

植
生
を
回
復
さ
せ
、
豊
か
な
水
を
海
に
流
す
試

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
団
体
同
士
の
連
携
を
図
り
、
植
生
の

保
護
を
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
下
草
刈

り
や
枝
打
ち
、
間
伐
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
か
た
に
森
林
保
全
の
重

要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

を
招
い
た
体
験
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

コースターづくり

丸太切りに挑戦

市
民
を
交
え
た
森
林
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
!

小
学
生
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
!

間伐方法を学ぶ参加者

木工体験のようす

枝打ちの指導を受けながらの作業

森づくりについて学ぶ参加者

　
平
成
23
年
度
は
、市
内
の
小
学
校
3
校
で

間
伐
体
験
や
木
工
体
験
な
ど
の
環
境
教
育

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
が
環
境
の
重
要
性
を
考
え
る
場
と
し
て
、

身
近
な
森
林
の
役
割
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

森
林
学
習
&
木
工
体
験   

芦
子
小

　
芦
子
小
学
校
で
は
、5
年
生
が「
水
源
の
森
づ

く
り
」に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、小
田
原
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必

要
か
を
考
え
ま
し
た
。そ
の
後
、の
こ
ぎ
り
を
使
っ

て
丸
太
か
ら
、コ
ー
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
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材
の
皮
む
き
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

材
を
使
い
、
児
童
自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
ツ

リ
ー
デ
ッ
キ
を
、
地
元
の
大
工
さ
ん
が
卓
越
し

た
伝
統
技
術
を
駆
使
し
、
製
作
し
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
本
質
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
製
作

に
当
た
っ
て
は
、
日
本
古
来
の
技
術
と
技
法
を
で

き
る
限
り
取
り
入
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
山
に
行
き
、
木
や
土
に
触
れ
、
五
感
を
養
い
、

ま
た
資
源
の
大
切
さ
や
物
事
の
便
利
さ
を
体
感

で
き
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ツ
リ
ー
デ
ッ
キ
の
製
作
で
は
、
間
伐
し
た
木
を

運
ぶ
作
業
が
、
体
力
的
に
一
番
き
つ
か
っ
た
で
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
体
験
で
き
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
完
成
し
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
、

誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
下
級
生
に
は
楽
し

く
安
全
に
長
く
使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ぼ

く
も
卒
業
ま
で
た
く
さ
ん
遊
ぶ
つ
も
り
で
す
。

環境（エコ）シティ
今回取り上げた森を育てる活動以外にも、身近な自然環境を
再生する取り組みや、生ごみの堆肥化をはじめとする資源循環
を促す取り組みなど、活動の分野やテーマに応じて、さまざま
な市民や団体が活動しています。

夢
の
実
現
!

ツ
リ
ー
デ
ッ
キ
の
製
作   

早
川
小

　
早
川
小
学
校
で
は
、
6
年
生
が「
P
T
A
学

校
林
」で
間
伐
や
皮
む
き
体
験
を
行
い
、
そ
の

体
験
を
も
と
に
下
級
生
と
と
も
に
全
校
で
間
伐

間
伐
材
プ
ラ
ン
タ
ー
ケ
ー
ス
の
製
作

大
窪
小 	

　
大
窪
小
学
校
で
は
、
4
年
生
が
市
内
入
生
田

の
森
で
林
業
従
事
者
を
講
師
に
、
間
伐
や
材
出

し
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
後
日
、
木
材

業
協
同
組
合
の
か
た
か
ら
、
森
の
役
割
や
製
材

の
仕
事
に
つ
い
て
学
び
、
間
伐
材
を
使
っ
て
プ

ラ
ン
タ
ー
ケ
ー
ス
を
製
作
し
ま
し
た
。

皆で森林を守って行こう!!
　森林を守る活動をしている市民団
体はボランティアで間伐や環境学習
を実施しています。しかし、まだま
だ人手が足りず、活動フィールドの拡
大には課題が山積しています。皆さ
んも身近な森林を守る活動に参加し
ませんか。
　各種活動の詳細については、随時、
市ホームページでご紹介していきます。

● ブリの森づくりプロジェクト
（市民団体）

実際の間伐体験等を通して森林再
生や環境教育を行う取り組み

● 和留沢プロジェクト
（市民、自治会など）

手つかずのままになった荒地を整備
し、ハーブや小麦の栽培、きのこづ
くりを通じて再生する取り組み

運び出しやすくするための枝払い作業

プランターケースづくりのようす

完成したツリーデッキ

6 年生の小
こ

長
なが

谷
や

拓
たく

未
み

くん 製作に携わった芹
せり

澤
ざわ

毅
たけし

さん
（大工）

トップページ上のバー「暮
らしの情報 」をクリック→
環境→環境政策→環境再
生プロジェクト

 地域
エネルギー

循環

まちの
美化

地域資源
循環

森里海
連環環境教育 身近な

環境再生

ここで紹介した小学校での環境教室の取り組みは、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施しました。
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三
の
丸
外
郭
新
堀
土
塁
を
開
放

3
月
24
日（
土
）か
ら

　
小
田
原
城
は
、
戦
国
時
代
に
本
丸
、
二
の
丸
、

三
の
丸
と
拡
大
し
、
天
正
18（
1
5
9
0
）年

に
豊
臣
秀
吉
が
小
田
原
城
を
攻
め
た
時
に
は
、

周
囲
約
9
キ
ロ
に
も
及
ぶ
総そ

う

構が
ま
えが

完
成
し
て

い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
総
構
や
三
の
丸
の
保
存
、
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
2
月
に
は
、

三
の
丸
外
郭
と
総
構
の
結
節
点
に
あ
た
る
重

要
な
場
所
に
あ
り
、
三
の
丸
土
塁
の
形
状
が
残

さ
れ
て
い
る
三
の
丸
外
郭
新し

ん

堀ぼ
り

土ど

塁る
い（

旧
ア
ジ

ア
セ
ン
タ
ー
用
地
）を
史
跡
用
地
と
し
て
取
得

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
旧
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
の
建
物

跡
地
が
大
き
く
削
ら
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
た

め
、
安
全
面
の
問
題
な
ど
か
ら
開
放
を
見
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
は
、
本
格
的
な
史
跡
整
備
を
行
う
予

定
で
す
が
、
こ
の
た
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
暫
定
整
備
工
事
を
行
い
、
3
月
24
日（
土
）

か
ら
史
跡
公
園
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

　
相
模
湾
や
石
垣
山
一
夜
城
が
一
望
で
き
、
芝

生
な
ど
を
憩
い
の
空
間
と
し
て
活
用
で
き
る

こ
の
場
所
を
、
史
跡
巡
り
や
別
邸
巡
り
の
散
策

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

三
の
丸
外
郭
を
散
策
し
よ
う

　
こ
の
開
放
に
併
わ
せ
て
、「
三
の
丸
外
郭
の

散
策
ツ
ア
ー
」を
行
い
ま
す
。
現
在
、
N
P
O

法
人
小
田
原
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
が
運
営
し

て
い
る
清せ

い

閑か
ん

亭て
い

の
敷
地
に
残
さ
れ
て
い
る
土

塁
を
見
学
し
た
後
、
今
回
開
放
す
る
新
堀
土
塁

を
通
り
、
小こ

峯み
ね

御お

鐘か
ね

ノの

台だ
い

大お
お

堀ほ
り

切き
り

を
抜
け
、
城

山
公
園（
慰
霊
塔
付
近
）ま
で
散
策
す
る
見
ど

こ
ろ
満
載
の
ツ
ア
ー
で
す
。

日
時

：

3
月
24
日（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時
頃

集
合
場
所

：

清
閑
亭
入
口

（
解
散
は
小
田
原
駅 

西
口
）

参
加
費

：

無
料

申
込
方
法

：

3
月
19
日（
月
）ま
で
に
文
化
財
課
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

現
地
保
存
さ
れ
た

早
川
石
丁
場
群
が
整
備
さ
れ
ま
す

　

市
内
入
生
田
か
ら
早
川
に
至
る
広
域
農
道

小
田
原
湯
河
原
線（
市
道
2
3
9
0
）の
建
設

工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
が
平
成
17
年
度
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
石
垣
山
一
夜
城
の
西
側
一
帯

の
斜
面
に
は
、
江
戸
時
代
初
期（
寛
永
年
間
：

1
6
2
4
～
1
6
4
4
年
こ
ろ
）
に
江
戸
城

築
城
用
の
石
を
採
取
し
た「
石
丁
場
」が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、
石
切
り
作
業
の
痕こ

ん

跡せ
き

を
示
す

三の丸外郭
新堀土塁

八幡山古郭

富士山砦
とりで

総構
（低地部）

三の丸外郭
（低地部）

二の丸
本丸三の丸外郭

（丘陵部）

総構
（丘陵部）

三
さん

の
の

丸
まる

外
がい

郭
かく

新
しん

堀
ぼり

土
ど

塁
るい

よ
り
身
近
な
史
跡
を

目
指
し
て

問 

文
化
財
課  

☎
33-

1
7
1
5

早川石丁場

三
の
丸
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　2月11日、穏やかな晴天に恵まれた奈良・斑
いかるが

鳩の地にて、法隆
寺が立地する奈良県斑鳩町と、かつて法隆寺の食

じき

封
ふ

（一種の寺領）
があった小田原市との間で「法隆寺ゆかりの都市・文化交流協定」
が締結されました。斑鳩町の小

こ

城
じょう

利
とし

重
しげ

町長と私とで協定書を取
り交わし、法隆寺の大

おお

野
の

玄
げん

妙
みょう

管
かん

長
ちょう

と、中宮寺の日
ひ

野
の

西
にし

光
こう

尊
そん

門
もん

跡
ぜき

に立会人として見守っていただきました。
　平成 22 年 6月に大野管長と私が対談させていただいた折、い
にしえからのご縁を確認させていただいたことがきっかけとなって、
大野管長から都市交流の提案がなされ、斑鳩町の町制65周年記
念に合わせて、このたびの締結となりました。
　中学校の修学旅行などで訪れることの多い法隆寺は、私たち
小田原市民にとって、既に親しみと懐かしさのある寺院ですが、
我が国でいち早く世界遺産の認定を受けた法隆寺とのご縁が改め
て結ばれたのは、たいへん誇らしく、光栄なことです。
　法隆寺は創建当初「斑鳩寺」と呼ばれており、その創建は厩

うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

、すなわち聖徳太子とされています。この国の草創期におけ
る混とんに加え、有力者間の争いが絶えず、天然痘など疫病が
流行する中、太子は平和な社会を築かねばならないとの志を強く
抱くに至ったと言われています。「和をもって貴

とうと

しとなす」で有名
な十七条憲法を明らかにし、「平和社会のモデル地域」を目指し 
た、その拠点が斑鳩であったのです。
　調印式に臨んで、大野管長から次のようなお話をいただきまし
た。「東日本大震災という国難に直面し、日本人の心はひとつに
なった。そのように、困難な時、自らのことはおいてでも、力を
合わせ乗り越えようとするのが、日本人の素晴らしいところであり、
それが『和』である。今回のご縁を通じ、小田原と斑鳩で『和』
をさらに育んでほしい」
　没後から1400 年近くを経てなお、強く受け継がれてきた、「平
和を創

つく

る」という太子の思いを胸に、斑鳩町とのご縁からさまざま
な交流を育て、『和』の地域づくりにつなげていきたいと思います。

法隆寺ゆかりのまち

協定書に署名する小 城 斑 鳩 
町長と加藤市長

石
が
多
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
で
見
付
か
っ
た
早
川
石
丁
場
群

の
う
ち
、
最
も
石
切
り
の
作
業
工
程
が
よ
く
分

か
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県
と
市
が
協
議
し
、

農
道
の
設
計
を
、
橋
を
架
け
る
方
式
に
変
更

し
、
現
地
保
存
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
保
存
さ
れ
た
石
丁
場
を
多
く

の
か
た
に
見
学
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
散
策
路

整
備
工
事
を
実
施
し
、
3
月
下
旬
に
は
完
成
す

る
予
定
で
す
。
大
き
な
石
を
割
っ
て
石
垣
用
の

石
材
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
加
工
し
て
い
た
当

時
を
思
い
な
が
ら
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

早
川
石
丁
場
群
・
石
垣
山
一
夜
城

遺
跡
見
学
会
を
開
催

　「
早
川
石
丁
場
群
」と
戦
国
時
代
の
歴
史
の

転
機
と
な
っ
た
小
田
原
合
戦
の
舞
台「
石
垣
山

一
夜
城
」の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
早
川
石
丁
場
群
と
石
垣
山
一
夜
城
を
見
学

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
時

：

3
月
25
日（
日
）

午
前
9
時
〜
12
時（
8
時
45
分
集
合
）

集
合
場
所

：

県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館

正
面
玄
関
前

解
散
場
所

：

石
垣
山
一
夜
城
駐
車
場

参
加
費

：

無
料

申
込
方
法

：

3
月
21
日（
水
）ま
で
に
文
化
財
課
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

現地保存された早川石丁場
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介
護
保
険
料
の
額
の

お
知
ら
せ（
通
知
）に
つ
い
て

問  

保
険
課  

☎
33-

1
8
3
4

☎
33-

1
8
4
2

　
平
成
24
年
度
か
ら
の
保
険
料
額
に

つ
い
て
は
、
4
月
中
旬
ご
ろ
に
、
平

成
23
年
度
の
税
情
報
に
基
づ
く
所
得

額
に
よ
り
算
定
し
た
仮
の
保
険
料
額

を
通
知
し
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
24

年
度
の
所
得
額
が
確
定
し
た
時
点
で
、

年
間
の
保
険
料
額
を
決
定
し
、
7
月

に
通
知
し
ま
す
。

　

な
ぜ
介
護
保
険
料
が
上
が
る
の

で
す
か
?

急
激
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

介
護
を
必
要
と
す
る
か
た
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
第
5

期
介
護
保
険
料
の
算
定
は
、
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
の
3
年
間
の
介
護
保
険
の
給

付
に
必
要
な
費
用
の
見
込
み
が

基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
費

用
の
見
込
み
は
、
こ
れ
ま
で
の

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
な
か
た

や
、
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

で
す
。
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
が
保
険
料
を 

納
め
る
こ
と
で
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
時
に

費
用
の
一
部
を
支
払
っ
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
か
た
の
介
護
保
険

料
は
、
各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応

じ
て
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
市
で
は

第
5
期
の
介
護
保
険
料
を
9
ペ
ー
ジ
の
表
の

と
お
り
と
す
る
条
例
案
を
市
議
会
に
提
案
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
市
議
会
で
議
決
さ
れ
る
と
、

平
成
24
年
4
月
分
か
ら
、
新
た
に
見
直
さ
れ

た
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

65歳以上のかたに納めていただいてい
る介護保険料が4月から変わります。
3年ごとに見直される介護保険料は、現
在市議会3月定例会で第5期介護保険料
（平成24年度から平成26年度まで）を
審議中です。その概要をお知らせします。

問  高齢介護課  ☎ 33 - 1827

❶ 公費
49.2%

❹ 県財政安定化基金に
よる交付金  0.2%

❸ 介護給付費等
準備基金  2.2%

❺ 65歳以上のかたの
保険料  20.0%

❷ 40歳以上
65 歳未満のかたの
保険料  28.4%

65歳以上のかたの
介護保険料が
変わります

QA

介護保険料の定め方

介護保険の財源（利用者負担分は除く）

第 5 期介護保険料の基準額（月額 ）
上の表の C（73.2 億円 ）÷ 65 歳以上のかた（第 1号被保険者）の人数の 3 年間分
の合計 ÷36 か月＝4,090 円
※第 4 期（平成 21年度～平成 23 年度 ）の介護保険料の基準額（月額 ）3,530 円

から15.86%のアップ

A

B

C = A - B

179.7億円

365.4 億円

103.9 億円

7.9 億円

0.7億円

292.2 億円

73.2 億円

❶ 公費

国の負担分
県の負担分
市の負担分

❷ 40 歳以上 65 歳未満のかた 
（第 2 号被保険者）の保険料
負担分

❸ 介護給付費等準備基金（こ
れまで収納した保険料の残
額を積み立てたもの）を全
額取り崩します。

❹ 県の財政安定化基金取り崩
しによる交付金

❺ 65歳以上のかた（第 1号被
保険者）の保険料で負担し
なければならない額

第 5 期（平成 24 年度～平成 26
年度）の期間中に介護保険の給
付に必要な費用の見込み

B の計

約半分が公費でまかなわれています
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実
績
を
基
に
、
今
後
の
要
介
護

高
齢
者
数
の
伸
び
や
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
整

備
計
画
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

推
計
す
る
も
の
で
、
こ
の
見
込

み
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
第
5
期
の
介
護
保

険
料
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

小
田
原
市
の
介
護
保
険
料
は
、

他
の
市
町
村
と
比
べ
て
高
い
の

で
す
か
?

平
成
24
年
度
か
ら
全
国
の
市
町

村
が
一
斉
に
介
護
保
険
料
を
改

定
し
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
各

市
の
保
険
料
は
決
定
し
て
い
な

い
た
め
、
他
の
市
町
村
と
比
較

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

第
4
期
は
4
2
0
0
円
だ
っ
た

全
国
平
均
の
月
額
が
、
第
5
期

に
は
5
0
0
0
円
を
超
え
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と

比
較
す
る
と
小
田
原
市
の
基
準

額（
月
額
）4
0
9
0
円
は
、
低

い
水
準
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

65歳以上のかたの介護保険料
保険料の額は、所得などに応じて変わります。
所得の低いかたの負担を軽くするため、第 5 期は所得段階をこれまでの 8 段階から11段階に増やしました。

第 1段階

第 2 段階

第 3 段階

第 5 段階

第 6 段階

第 7 段階

第 9 段階

第 8 段階

第 10 段階

第 11段階

0.50

0.50

0.65

0.75

1.16

1.25

1.50

1.80

1.70

1.90

2.00

2,040

2,040

2,650

3,060

4,740

5,110

6,130

7,360

6,950

7,770

8,180

生活保護受給者等

世帯全員が 市町村民税非課税者で、本
人の年金収入と合計所得金額の合計額
が 80 万円以下

世帯全員が 市町村
民税非課税者で本
人の公的年金収 入
と合計所得金 額の
合計額が 80 万円を
超える

本人の 年金収 入と
合計所得金額の合
計が 120 万円超

本人の年金収入と合
計所得金額の合計
額が 120万円以下

第 4 段階 0.88

1.00

3,590

4,090

本人が 市町村民税
非課税（世帯に課税
者がいる）

本人の公的年金収入
と合計所得金額の合
計額が80万円以下

本人の 公 的年金収
入と合 計所得金 額
の合計額 80 万円超

本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 125 万円未満

本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 125 万円以上 200 万円未満

本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 200 万円以上 400 万円未満

本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 600 万円以上 800 万円未満

本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 400 万円以上 600 万円未満

本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 800 万円以上1,000 万円未満

本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 1,000 万円以上

第 1段階

第 2 段階

所得段階 所得段階

0.50

0.50

料率 料率月額（円） 月額（円）

保険料 保険料

1,765

1,765

生活保護受給者等

世帯全員が市町村民税非課税者で本人
の公的年金収入と合計所得金額の合計
額が 80 万円以下

第 3 段階
0.75 2,648

世帯全員が市町村民税非課税者で本人
の公的年金収入と合計所得金額の合計
額が 80 万円を超える

第 4 段階

0.83

1.00

2,929

3,530

本人が 市町村民税
非課税（世帯に課税
者がいる）

本人の公的年金収入
と合計所得金額の合
計額が80万円以下

本人の公的年金収入
と合計所得金額の合
計額80万円を超える

第 5 段階 1.16 4,094本人が市町村民税課税者で合計
所得金額が 125 万円未満

第 6 段階 1.25 4,413本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 125 万円以上 200 万円未満

第 7 段階 1.50 5,295本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 200 万円以上 400 万円未満

第 8 段階 1.75 6,178本人が市町村民税課税者で合計所得金
額が 400 万円以上

対象者 対象者

QA

第
3
段
階
に
料
率
軽
減
を

設
け
ま
し
た
。

新
た
に
所
得
段
階
を

設
け
ま
し
た

料
率
を
変
更

し
ま
し
た

料
率
を
変
更

し
ま
し
た

第 4 期（平成 21年 4 月〜平成 24 年 3月） 第 5 期（平成 24 年 4 月〜平成 27 年 3月）
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住民基本台帳制度が
変わります

問  戸籍住民課  ☎ 33-1386

平成24年7月9日施行

　
平
成
24
年
7
月
9
日
か
ら
、
法
律
の
改

正
に
よ
り
住
民
基
本
台
帳
制
度
が
変
わ
り

ま
す
。
併
せ
て
外
国
人
登
録
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
新
た
な
在
留
管
理
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
国
人
の
か
た
の

住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
ほ
か
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）の
取
り
扱

い
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り

で
す
。

1 

外
国
人
の
か
た
の

住
民
票
を
作
成

　
特
別
永
住
者
お
よ
び
在
留
期
間
が
、
3

か
月
を
超
え
る
中
長
期
滞
在
者
の
か
た
な

ど
は
、
新
た
に
世
帯
ご
と
の
住
民
票
を
作

成
し
ま
す
。
外
国
人
と
日
本
人
の
か
た
が

同
居
す
る
場
合
は
、
同
一
の
世
帯
と
し
て

住
民
票
を
作
成
し
ま
す
。
な
お
、
新
た
な

住
民
票
の
作
成
の
た
め
、
5
月
上
旬
に
対

象
と
な
る
外
国
人
の
か
た
に
仮
住
民
票
を

郵
送
し
、
記
載
内
容
の
確
認
を
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

2 

外
国
人
の
か
た
の

在
留
カ
ー
ド
や
、

特
別
永
住
者
証
明
書
を
交
付

　
新
た
に
入
国
さ
れ
た
外
国
人
で
中
長
期

滞
在
者
の
か
た
に
は
、
入
国
管
理
局
か
ら

在
留
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

特
別
永
住
者
の
か
た
に
は
、
市
区
町
村
の

窓
口
で
特
別
永
住
者
証
明
書
を
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
す
で
に
お
持
ち
の
外
国
人

登
録
証
明
書
は
、
当
面
在
留
カ
ー
ド
ま
た

は
特
別
永
住
者
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き

ま
す
。

3 

外
国
人
の
か
た
が
市
外
に

転
出
す
る
場
合
も
、

転
出
届
が
必
要
に

　
現
在
、
外
国
人
の
か
た
が
小
田
原
市
か

ら
市
外
に
転
出
す
る
場
合
、
小
田
原
市
で

の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
制

度
で
は
、
外
国
人
の
か
た
も
日
本
人
と
同

様
に
、
小
田
原
市
で
転
出
届
を
し
て
、
転

出
証
明
書
を
持
っ
て
新
住
所
地
の
市
区
町

村
窓
口
で
転
入
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
出
国
さ
れ
る
場
合
も

転
出
届
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

4 

住
基
カ
ー
ド
は
、

市
外
に
転
出
し
て
も

継
続
し
て
利
用
が
可
能
に

　
現
在
、
日
本
人
の
か
た
で
住
基
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
か
た
が
市
外
に
転
出
す
る
場

合
、
住
基
カ
ー
ド
を
返
納
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
新
制
度
で
は
原
則
と
し
て

継
続
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
継
続
し

て
利
用
し
た
い
場
合
は
、
転
入
届
の
際
に

新
住
所
地
の
市
区
町
村
窓
口
に
住
基
カ
ー

ド
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
カ
ー
ド
の
暗
証

番
号（
既
に
登
録
し
て
い
る
4
桁
の
数
字
）

を
入
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

住
基
カ
ー
ド
に
新
住
所
を
記
載
す
る
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
電
子
証
明
書
は
市
外
転
出
に

よ
り
失
効
し
ま
す
。

※ 

住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
外
国
人
の
か

た
の
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
や
住
民
票

の
写
し
の
広
域
交
付
な
ど
は
、
平
成

25
年
7
月
か
ら
と
な
る
予
定
で
す
。

　
今
後
も
、
手
続
き
方
法
な
ど
を
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
制
度
改
正
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
総
務
省
や
法
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

トップページ上のバー「暮らしの情報 」を
クリック→住民登録／戸籍／印鑑のお知らせ

●  総務省  
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/
jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu.html

●  法務省  
http://www.immi-moj.go.jp/
newimmiact_1/index.html
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市
立
病
院
で
は
、
高
齢
化
な
ど

の
影
響
に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る

複
数
の
疾
患
の
合
併
や
診
断
が
困

難
な
症
例
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
迅
速
で
適
切
な
診
断
を

行
う
た
め
、
４
月
か
ら
総
合
診
療

科
の
診
療
を
始
め
ま
す
。

　
診
療
日
は
、
毎
週
月
曜
日
と
木

曜
日
の
午
前
で
、
受
診
に
は
、
開

業
医
な
ど
か
ら
の
紹
介
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
社
会
経
済
情
勢
や
土
地
利
用
の

動
向
な
ど
に
対
応
し
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

ル
ー
ル
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
街
づ
く
り
ル
ー
ル
改
革

計
画
」を
再
改
定
す
る
に
あ
た
り

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
要
領
や
計
画
の
素
案
を
3

月
5
日
（
月
）か
ら
都
市
政
策
課
、

行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
、
支
所
・
連
絡
所
な
ど
で

配
布
し
ま
す
の
で
、4
月
4
日（
水
）

ま
で
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
地
域

振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
地
域

資
源
の
活
用
や
回
遊
性
の
向
上
な

ど
、
新
し
い
価
値
を
備
え
た
公
共

空
間
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
小
田
原
地
下
街
再
生
計
画（
案
）」

を
作
成
し
た
た
め
、
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　
神
奈
川
県
西
部
消
防
広
域
化
協

議
会
で
は
、
小
田
原
市
、
南
足
柄

市
、
中
井
町
、
大
井
町
、
松
田
町
、

山
北
町
、
開
成
町
、
真
鶴
町
の
2

市
6
町
に
お
け
る「
消
防
の
広
域

化
」の
実
現
の
是
非
を
判
断
す
る

た
め
の
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
た
び
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
な
ど
厳
し
い
社
会
状

況
の
中
で
、
消
防
力
の
強
化
を
図

り
、
圏
域
内
の
住
民
の
安
心
・
安

全
な
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、「
消
防
の
広
域
化
」が
必

要
で
あ
る
と
の
認
識
を
全
て
の
首

長
が
共
有
し
、2
市
6
町
が
そ
ろ
っ

て
広
域
化
に
参
画
す
る
と
の
合
意

に
至
り
ま
し
た
。

広
域
化
に
よ
る
効
果

● 

消
防
出
動
体
制
の
強
化

　
現
場
到
着
時
間
の
短
縮
や
初
動

体
制
の
強
化
に
よ
り
、
消
防
出
動

体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

● 

消
防
体
制
の
高
度
化

　
高
度
な
部
隊
や
高
性
能
な
車
両

な
ど
の
配
置
、
要
員
の
専
門
化
・

高
度
化
に
よ
り
、
消
防
体
制
の
強

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
投
稿
フ
ォ
ー
ム
で
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
2
5
0-

8
5
5
5

都
市
部
都
市
政
策
課

     

33-

1
5
7
9

　
同
計
画（
案
）は
3
月
5
日（
月
）

か
ら
市
街
地
整
備
課
、
行
政
情
報

セ
ン
タ
ー
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、

支
所
・
連
絡
所
な
ど
で
ご
覧
い
た

だ
け
る
と
と
も
に
、
募
集
要
領
を

配
布
し
ま
す
。

　
意
見
の
提
出
は
、4
月
4
日（
水
）

ま
で
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
投
稿
フ
ォ
ー
ム
で
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
2
5
0-

8
5
5
5

都
市
部
市
街
地
整
備
課

地
下
街
再
生
係

     

33-

1
5
7
9

● 

財
政
運
営
の
効
率
化

　
重
複
投
資
の
回
避
な
ど
に
よ
り
、

効
率
的
な
財
政
運
営
が
図
ら
れ

ま
す
。

今
後
の
予
定

　
平
成
24
年
6
月
を
目
途
に
各
市

町
の
議
会
に
お
い
て「
消
防
の
広

域
化
の
実
施
に
必
要
な
議
決
」
を

得
る
と
と
も
に
、
広
域
化
に
要
す

る
補
正
予
算
な
ど
の
措
置
を
行
い
、

平
成
24
年
度
末
に
広
域
化
を
実
施

す
る
た
め
、
必
要
な
施
設
整
備
な

ど
の
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

i

i

i

i

市
立
病
院
で

総
合
診
療
科
が

診
療
開
始

街
づ
く
り
ル
ー
ル
改
革
計
画（
素
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

小
田
原
地
下
街
再
生
計
画（
案
）へ
の

意
見
を
募
集

県
西
地
域
の
消
防
の

広
域
化
に
つ
い
て

市
立
病
院
医
事
課  

☎ 

34-  
3
1
7
5

問

都
市
政
策
課  

☎ 

33-  
1
3
0
7

問

企
画
政
策
課  

☎ 

33-  
1
2
3
9

消
防
総
務
課  

☎ 

49-  
4
4
1
4

問

市
街
地
整
備
課  

☎ 

33-  
1
5
9
5

問

小田原市消防本部

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー
→

「
市
政
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→

自
治
体
連
携
→
県
西
地
域

の
消
防
の
広
域
化

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー

「
地
域
経
済
・
都
市
基
盤
」

を
ク
リ
ッ
ク
→
都
市
基
盤
→

街
づ
く
り
ル
ー
ル
改
革
計
画

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー

「
市
政
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→

小
田
原
駅
・
小
田
原
城
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
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ソ
ロ
太
鼓
奏
者
と
し
て
世
界
で

も
活
躍
す
る
林
英え

い

哲て
つ

さ
ん
に
、新

た
に
小
田
原
ふ
る
さ
と
大
使
に
就

任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
林
さ
ん
は
、昭
和
57
年
に
ソ
ロ
の

太
鼓
奏
者
と
し
て
活
動
を
開
始
。

昭
和
59
年
に
は
、初
の
和
太
鼓
ソ
リ

ス
ト
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
あ
る
カ
ー
ネ
ギ
ー・ホ
ー

ル
で
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
。
現
代

音
楽
の
分
野
で
も
前
例
の
な
い
和

太
鼓
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
国
際
的
に

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
は
、「
小
田
原
北
條
太
鼓

の
会
」の
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
ご
縁
が
生
ま
れ
、昨
年
9
月
に
は
、

　
こ
れ
ま
で
高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
と
き
は
、
い
っ
た
ん
全
額

を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
後
か
ら

限
度
額
を
超
え
た
分
を
高
額
療
養

費
と
し
て
お
返
し
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
4
月
か
ら
は「
限
度

額
適
用
認
定
証
」な
ど
を
提
示
す

れ
ば
、
診
療
機
関
ご
と
の
窓
口
で

の
お
支
払
い
を
限
度
額
ま
で
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
提
示

し
な
い
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、

い
っ
た
ん
窓
口
で
お
支
払
い
い
た

だ
き
、
限
度
額
を
超
え
た
分
が
後

日
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
入
院

を
伴
う
場
合
は
、
限
度
額
が
異
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
申
請
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
組
合

な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
田
原
城
址
公
園
本
丸
広
場
で
行

わ
れ
た「
林 

英
哲 

i
n 

小
田
原
城 

秋
の
陣
」に
も
ご
出
演
い
た
だ
く
な

ど
、小
田
原
の
文
化
醸
成
に
大
変

貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
林
さ
ん
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い

演
奏
家
魂
が
、小
田
原
に
元
気
と

勇
気
を
与
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

i

i

小
田
原
ふ
る
さ
と
大
使

林
さ
ん
が
就
任

外
来
診
療
の
負
担
が
高
額
な
か
た
へ

広
報
広
聴
課  

☎ 

33-  
1
2
6
8

問

国
民
健
康
保
険
の
か
た	

保
険
課
国
民
保
険
係	

☎ 

33-  
1
8
4
5

後
期
高
齢
者
医
療
の
か
た	

保
険
課
高
齢
者
医
療
係	

☎ 

33-  
1
8
4
3

そ
の
他
の
健
康
保
険
の
か
た	

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
組
合
な
ど

問
区分

70 歳未満のかた

70 歳以上のかた

交付された「限度額適
用認定証 」を窓口に提
示してください

住民税非課税世帯
のかた

70 歳以上 75 歳未満で
住民税非課税世帯でないかた

75 歳以上で
住民税非課税世帯でないかた

申請について

申請について区分

加 入する健 康 保 険 に
「限 度額 適 用認定証 」
の交付を申請してくだ
さい

加 入する健 康 保 険 に
「限 度額 適 用認定証 」
交付を申請してください

手続きの必要は
ありません

交 付 され た「 限 度 額
適用認定証」を窓口に
提示してください

「高齢受 給 者証 」を窓
口に提示してください

「後期高齢者医療被保
険者証 」を窓口に提示
してください

8,000 円

● 1割負担のかた
 12,000円

●  3 割負担のかた
 44,400円

病院・薬局などで

病院・薬局などで

上位所得世帯※ のかた

一般世帯のかた

住民税非課税世帯のかた

限度額（1か月）

限度額（1か月）

150,000 円
+（医療費 -500,000円 ）×1%

  80,100 円
+（医療費 -267,000 円 ）×1%

35,400 円

※ 基礎控除後の総所得が600 万円以上のかた、未申告のかた
注) 国民健康保険に加入されているかたは、保険料の滞納がある場合、限度額適用認定証は交付できません。

他の健康保険に加入されているかたは、それぞれの健康保険組合などにお問い合わせください。

　
平
成
23
年
10
月
の
制
度
変
更
に

伴
い
、こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
受

給
者
だ
っ
た
か
た
に
つ
い
て
も
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
昨
年
10

月
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
た

に
申
請
書
を
郵
送
し
、申
請
さ
れ

た
か
た
に
は
2
月
に
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
か
た
に

は
、2
月
末
に
再
度
ご
案
内
を
郵

送
し
て
い
ま
す
の
で
、受
給
状
況
を

確
認
の
う
え
、
3
月
30
日（
金
）ま

で
に
、郵
送
ま
た
は
市
役
所
、支
所

の
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

i
子
ど
も
手
当
の
申
請
期
限
は
3
月

30
日（
金
）ま
で

子
育
て
政
策
課  

☎ 

33-  
1
4
5
3

問

就任セレモニー（2 月 7日）の様子
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春
と
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
合

わ
せ
、
観
光
回
遊
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
今
春
は
、
桜
の
開
花

に
合
わ
せ
3
月
25
日（
日
）～
4
月

1
日（
日
）の
期
間
は
毎
日
、
4
月

7
日（
土
）～
5
月
6
日（
日
）の
期

間
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
運
行

し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
周
辺
の
11
キ
ロ
ほ

ど
の
ル
ー
ト
を
約
1
時
間
で
回
遊
。

春
の
市
内
散
策
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

● 

バ
ス
ル
ー
ト

❶
小
田
原
駅
東
口（
1
番
バ
ス
乗

り
場
）→ 

❷
市
民
会
館
前
→
❸
 

　
寄
木
・
小
田
原
漆
器
・
鋳
物
の

伝
統
工
芸
品
や
ガ
ラ
ス
作
品
の
作

家
な
ど
で
構
成
さ
れ
た「
小
田
原

も
あ
」の
メ
ン
バ
ー
が
、
展
示
と

体
験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

● 

展
示

日
時

：

3
月
24
日（
土
）〜

4
月
1
日（
日
）  

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所

：

小
田
原
城
ミ
ュ
ー
ゼ 

　
平
成
23
年
度
神
奈
川
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
広
報
紙
・
市
部
で
、

広
報
小
田
原
が
4
年
ぶ
り
に
最
優

秀
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
平
成
23
年
11
月
1
日

号
で
は
、
小
田
原
の
地
域
資
源
と

そ
れ
を
活
用
し
て
い
く
人
を
取
り

上
げ
、
小
田
原
を
愛
す
る
人
た
ち

が
小
田
原
の
魅
力
を
高
め
る
事
例

か
ら
、
小
田
原
の
地
域
資
源
の
可

能
性
を
伝
え
る
特
集
記
事
を
掲
載

中な
か

宿じ
く

町
→
❹
松
永
記
念
館
入
口

→
❺
板
橋
交
差
点（
大
窪
支
所
前
）

→
❻
石
垣
山
一
夜
城
歴
史
公
園
→

❼
一
夜
城
下
通
り
→
❽
小
田
原

漁
港
→
❾
西さ

い

海か

子ち

小こ
う

路じ

→
❿
小

田
原
文
学
館
→
⓫
小
田
原
城
藤

棚
駐
車
場
→
⓬
小
田
原
宿
な
り

わ
い
交
流
館
→
⓭
万よ

ろ
っ
ち
ょ
う町

→
⓮

銀
座
通
り
→
⓯
小
田
原
駅
前
商

店
街

※ 

5
月
3
日（
祝
）〜
5
月
6
日

（
日
）は
北
條
五
代
祭
り
、
市
内

神
社
の
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

開
催
な
ど
に

よ
り
バ
ス
ル
ー
ト
が
変
更
に
な

り
、
❹
松
永
記
念
館
入
口
、
❺

板
橋
交
差
点
に
は
停
車
し
ま

せ
ん
。

● 

発
車
場
所

小
田
原
駅
東
口
1
番
バ
ス
乗
り
場

● 

時
間

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

30
分
ご
と

（
た
だ
し
、
午
後
2
時
発
の
運
行

は
あ
り
ま
せ
ん
）

● 

資
料
代

2
0
0
円（
乗
り
降
り
自
由
）

● 

体
験

※ 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時

：

3
月
31
日（
土
）

4
月
1
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

場
所

：

小
田
原
城
ミ
ュ
ー
ゼ
前

特
設
テ
ン
ト

内
容

：

❶ 

風
鈴
作
り
体
験（
鋳い

型が
た

彫
り
）

（
参
加
料
3
0
0
0
円
）

し
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、「
記
事
の
企
画
や

内
容
、
紙
面
と
し
て
の
出
来
栄
え

が
よ
く
、
要
所
の
写
真
も
効
果
的

で
、
連
載
の
ス
ケ
ッ
チ
も
目
を
楽

し
ま
せ
る
。
多
く
の
か
た
に
読
ん

で
み
た
い
と
思
わ
せ
る
の
で
は
な

い
か
」と
の
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
分
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

※
作
品
は
後
日
工
場
で
受
け
取
り
、

ま
た
は
郵
送（
送
料
は
別
途
必
要
）

❷ 

小
田
原
漆
器
研
ぎ
出
し
体
験

（
お
椀
参
加
料
2
5
0
0
円
・

丸
盆
参
加
料
2
0
0
0
円
）

❸ 

寄
木
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
体
験

（
参
加
料
6
0
0
円
）

❹ 

寄
木
、あ
な
た
の
も
の
さ
し

w
o
r
k
s
h
o
p

（
参
加
料
1
0
0
0
円
）

※
3
月
31
日（
土
）の
み
開
催

❺ 

寄
木
の「
ボ
タ
ン
・
デ
・
ア
ー
ト
」

（
参
加
料
1
6
0
0
円
）

※
4
月
1
日（
日
）の
み
開
催

❻ 

ガ
ラ
ス
の
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト

作
り（
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
）

（
参
加
料
1
5
0
0
円
）

i

ii

春
の
小
田
原
宿
観
光
回
遊
バ
ス
運
行

第
4
回
小
田
原
も
あ
展
を

開
催
し
ま
す

「
広
報
小
田
原
」が
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
を
受
賞

産
業
政
策
課  

☎ 

33-  
1
5
1
8

問

小
田
原
城
ミ
ュ
ー
ゼ 	

☎ 

22-  
3
8
2
3

産
業
政
策
課  	

☎ 

33-  
1
5
1
5

問

広
報
広
聴
課  

☎ 

33-  
1
2
6
2

問

広報小田原 11 月 1 日号
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小
田
原
城
北
工
業
高
校
の
建
設
科
地

域
活
性
化
班
。例
年
、3
年
生
を
中
心

に
イ
ス
や
ベ
ン
チ
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
3
年
生
8
人
も
、課
題
研
究
の

授
業
や
放
課
後
を
利
用
し
て
、小
田
原

ち
ょ
う
ち
ん
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ベ
ン

チ
づ
く
り
に
い
そ
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
5
月
、ベ
ン
チ
の
設
置
を
了
承

し
て
い
た
だ
け
る
店
舗
を
訪
ね
歩
い
た

後
、製
作
を
開
始
。昨
年
の
う
ち
に
完
成

さ
せ
た
3
脚
は
、市
内
の
料
理
店
や
薬

局
、豆
腐
店
の
店
先
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
君
島
さ
ん
は
、「
店
先

に
置
か
れ
た
ベ
ン
チ
を
見
た
ら
達
成

感
を
感
じ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ち
ん
の

デ
ザ
イ
ン
が
、お
店
の
雰
囲
気
に
も

合
っ
て
よ
か
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

　
年
明
け
か
ら
は
、こ
の
デ
ザ
イ
ン

の
ベ
ン
チ
4
脚
を
小
田
原
産
の
間
伐

材
を
使
っ
て
製
作
。
さ
る
2
月
22
日

に
は
、
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
間
伐
材
は
、市
販
の
材
よ
り
節
も

多
く
、手
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、そ

れ
だ
け
に
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ベ
ン
チ
を
小
田
原
産
の
木
材
で

作
れ
る
と
い
う
の
が
、や
は
り
い
い

で
す
ね
。
市
の
施
設
を
訪
れ
る
多
く

の
か
た
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」

　

君
島
さ
ん
た
ち
が
、
卒
業
前
に

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
仕
上
げ
た
力
作
が
、

市
内
各
所
で
、人
々
に
ひ
と
と
き
の

や
す
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。

みなぎる可能性、描く夢、そして、奏でる未来。
このコーナーでは、若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。

小田原で親しまれるベンチを
建設科地域活性化班
神奈川県立小田原城北工業高校

　
市
の
鳥
に
指
定
さ
れ
て
い
る
コ
ア
ジ
サ
シ
。

間
も
な
く
南
の
国
か
ら
子
育
て
の
た
め
に
、
小

田
原
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
コ
ア
ジ
サ
シ
が
渡
来
す
る
前
に
、

営
巣
地
と
な
る
酒
匂
川
を
整
備
す
る「
コ
ア
ジ

サ
シ
の
郷さ

と

づ
く
り
」を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に

は
日
本
野
鳥
の
会
神
奈
川
支
部
コ
ア
ジ
サ
シ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
多
く
の
か
た
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
頼ら

い

ウ
メ
子
さ
ん
は
、「
市
の
鳥
に
指

定
さ
れ
た
平
成
7
年
頃
に
は
、
全
国
で
数
万
羽

が
観
測
さ
れ
て
い
た
コ
ア
ジ
サ
シ
も
、
今
で
は

か
な
り
そ
の
数
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
酒
匂
川

で
は
こ
こ
数
年
、
1
0
0
羽
ほ
ど
が
営
巣
し

ま
す
が
、
実
際
に
ひ
な
が
巣
立
つ
の
は
10
羽
前

後
…
。
人
や
車
の
侵
入
、
外
敵
に
よ
る
食
害
、

多
発
す
る
増
水
な
ど
、
環
境
の
変
化
が
要
因
な

の
で
は
な
い
か
」と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ア
ジ
サ
シ
が
渡
っ
て
く
る
と
、
チ
ー
ム
の

皆
さ
ん
は
連
日
の
よ
う
に
繁
殖
の
よ
う
す
や
、

ひ
な
の
状
況
な
ど
を
観
察
す
る
と
と
も
に
、
探

鳥
会
を
開
く
な
ど
啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
が
親
と
な
っ
た
時

に
も
、
颯さ

っ

爽そ
う

と
飛
翔
す
る
コ
ア
ジ
サ
シ
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」と
い
う
熱
い
思
い

が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ア
ジ
サ
シ
を
酒
匂
川
に
呼
び
、
た
く
さ
ん

の
ひ
な
が
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
今
年

も「
コ
ア
ジ
サ
シ
の
郷
づ
く
り
」が
行
わ
れ
ま
す
。

リーダーの君島翔太さん

コアジサシの親子
（写真提供：日本野鳥の会  神奈川支
部 コアジサシプロジェクトチーム）

コアジサシの郷づくり（前回のようす）

市に寄贈されたベンチは、市役所ロビーの他、
清閑亭、小田原城天守閣に設置しました。

コ
ア
ジ
サ
シ
の
美
し
い
姿
を

い
つ
ま
で
も 

 

日
本
野
鳥
の
会
神
奈
川
支
部
コ
ア
ジ
サ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

コ
ア
ジ
サ
シ
の
郷
づ
く
り

日
時

：

3
月
17
日（
土
）  午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

：

酒
匂
川
右
岸
J
R
鉄
橋
上
流
部

問  
環
境
保
護
課  

☎
33-

1
4
8
1

参加者
募集中

14



小田原市食生活改善推進団体  会長 山本洋子さん（中央）

　
小
田
原
市
青
果
市
場
で
は
、
年
に
2

回
、「
小
田
原
市
食
生
活
改
善
推
進
団

体
」の
皆
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
旬

の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
」を
開
い

て
い
ま
す
。
2
月
の
教
室
で
は
、「
和

風
ロ
ー
ル
ハ
ク
サ
イ
」「
れ
ん
こ
ん
と
に

ん
じ
ん
の
き
ん
ぴ
ら
」「
中
華
風
か
き
玉

ス
ー
プ
」を
調
理
。
お
い
し
い
だ
け
で

な
く
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
ら
れ

た
献
立
で
す
。

　
小
田
原
は
、
一
年
を
通
じ
て
お
い
し

い
野
菜
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
青
果
市

場
に
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
旬
の
野

菜
が
集
ま
り
、
青
果
店
や
大
型
店
に
出

回
る
他
、
市
内
各
所
の
直
売
所
に
も
、

新
鮮
な
野
菜
が
並
び
ま
す
。

　
白
菜
、キ
ャ
ベ
ツ
、ほ
う
れ
ん
そ
う
、

ね
ぎ
、
大
根
。
冬
を
代
表
す
る
野
菜

も
、
市
内
で
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
主
菜
に
使
わ
れ
た
白
菜

は
、
下
中
地
区
な
ど
を
は
じ
め
市
内

1
5
0
戸
ほ
ど
の
農
家
の
か
た
が
、

3
0
0
ア
ー
ル
ほ
ど
の
畑
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
「『
和
風
ロ
ー
ル
ハ
ク
サ
イ
』は
、
豆

腐
や
白
菜
の
芯
を
具
に
加
え
て
い
る
の

で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
と

て
も
ヘ
ル
シ
ー
に
い
た
だ
け
ま
す
」
と

食
生
活
改
善
推
進
団
体
の
山
本
会
長
お

勧
め
の
料
理
で
す
。
旬
の
な
ご
り
の
白

菜
で
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

11

旬の野菜を使った料理教室

野菜をおいしく
食べよう

和風ロールハクサイ
材料（4 人分）
● 白菜の葉 8 枚  ● 木綿豆腐  300g  
●  A（鶏ひき肉 200g、長ねぎ（みじん切り）1/2 本、

しょうが汁  少々）
● B（片栗粉 大さじ2、塩 小さじ2/3、砂糖 小さじ1、

しょうゆ 小さじ1 ）  
● だし汁 400cc  ● 砂糖 大さじ2/3  ● 酒 大さじ2  
● しょうゆ 大さじ2と1/2  ● みりん 大さじ1  
● C（片栗粉 大さじ1、水 大さじ3 ）  
● ゆずの皮（せん切り） 適量

1 豆腐を水切りし、粗くほぐす。
2 白菜を根元から熱湯でゆで、柔ら

かくなったらざるにとる。芯の厚
い部分をそぎ 取りみじん切りに
し、絞る。

3 ボウルに、豆腐、白菜の芯のみじ
ん切り、A を入れて混ぜ、続いて B も加えて混ぜ、 
 8 等分にして俵型にする。

4 白菜を広げて、3 を巻き、両端を中に押し込む。
5 平鍋に4の巻き終わりを下にして並

べ、だし汁を入れて落し蓋をして、強
火にかける。煮立ったら、中火にし、砂
糖、酒を加え5分ほど煮て、しょうゆ、
みりんを加えさらに15分ほど煮る。

6 C を溶いてとろみを付け、器に盛り付け、ゆずの皮
を添える。

※ ご家庭の食卓でもおなじみの、ロールキャベツ。
できるだけ旬の野菜を使おうと、今回は白菜を使
いました。これからの季節においしい春キャベツ
でも、もちろんおいしく作れます。
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2 月1日現在 小田原市の人口197,413人  78,392 世帯

　
民
家
が
立
ち
並
ぶ
中
、
素
朴
な

木
造
の
駅
舎
が
特
徴
の
入
生
田
駅
。

2
0
0
6
年
か
ら
は
小
田
急
電
鉄

の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
長
い
間
、

軌
間（
レ
ー
ル
の
幅
）の
異
な
る
箱

根
登
山
鉄
道
と
小
田
急
電
鉄
が
運

行
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
駅
近

く
に
箱
根
登
山
鉄
道
の
検
車
区
が

あ
り
、
全
国
で
も
珍
し
い
三
線
軌

条（
3
本
レ
ー
ル
）を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
線
路
に
併
走
す
る
国
道
1
号
を

渡
る
と
、
す
ぐ
に
県
立
生
命
の
星・

地
球
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
る
人
気
の

見
学
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
一
方
、
駅
の
北
側
に
そ
び
え
る

山
を
登
る
と
出
会
え
る
の
は
、
江

戸
時
代
の
小
田
原
藩
主
、
稲
葉
正

則
が
植
え
た
と
さ
れ
る「
長
興
山

紹
太
寺
の
し
だ
れ
桜
」。
樹
齢
約

3
4
0
年
、
高
さ
約
13
メ
ー
ト
ル

と
い
う
大
木
で
、
例
年
3
月
末
頃

に
満
開
と
な
り
、
滝
の
よ
う
に
咲

き
誇
る
美
し
い
花
は
多
く
の
人
に

感
動
を
与
え
ま
す
。

　
日
増
し
に
暖
か
く
な
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
入
生
田
の
山
に
美
し

く
の
ど
か
な
春
を
見
つ
け
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

入生田駅
1935年開業、1日の平均乗降者数は1,218人
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